
５
〜
７

（
略
）

５
〜
７

（
略
）

８

第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
の
生
活

相
談
員
、
栄
養
士
、
機
能
訓
練
指
導
員
又
は
介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
本
体
施
設
の
場
合

に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
職
員
に
よ
り
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設

の
入
所
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

８

第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
の
生
活

相
談
員
、
栄
養
士
、
機
能
訓
練
指
導
員
又
は
介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
本
体
施
設
の
場
合

に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
職
員
に
よ
り
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設

の
入
所
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

介
護
老
人
保
健
施
設

支
援
相
談
員
、
栄
養
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
又

は
介
護
支
援
専
門
員

二

介
護
老
人
保
健
施
設

支
援
相
談
員
、
栄
養
士
、
理
学
療
法
士
若
し
く
は
作
業
療
法
士
又
は
介
護
支
援
専

門
員

三

（
略
）

三

（
略
）

四

介
護
医
療
院

栄
養
士
又
は
介
護
支
援
専
門
員

（
新
設
）

９
〜
17

（
略
）

９
〜
17

（
略
）

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
）

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
）

第
百
三
十
三
条

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
申
込
者
が
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
そ

の
他
入
所
申
込
者
に
対
し
自
ら
適
切
な
便
宜
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
適
切
な
病
院
若
し
く

は
診
療
所
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
若
し
く
は
介
護
医
療
院
を
紹
介
す
る
等
の
適
切
な
措
置
を
速
や
か
に
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
三
十
三
条

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
申
込
者
が
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
そ

の
他
入
所
申
込
者
に
対
し
自
ら
適
切
な
便
宜
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
適
切
な
病
院
若
し
く

は
診
療
所
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
を
紹
介
す
る
等
の
適
切
な
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
）

（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
）

第
百
三
十
七
条

（
略
）

第
百
三
十
七
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る

こ
と
。

７

（
略
）

６

（
略
）

（
緊
急
時
等
の
対
応
）

第
百
四
十
五
条
の
二

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
現
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

入
所
者
生
活
介
護
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
入
所
者
の
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合

の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
第
百
三
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
医
師
と
の
連
携
方
法
そ
の
他
の
緊
急
時
等

に
お
け
る
対
応
方
法
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
四
十
八
条

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項

に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
四
十
八
条

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項

に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法

（
新
設
）

七
・
八

（
略
）

六
・
七

（
略
）
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